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審    査    の    要    旨 
〔批評〕 
 著者は、社会人特別選抜で入学し早期修了生でもある。会社で有機 EL材料開発の豊富な経験を持っ
ており、理論計算の知識や実験技術も身に付けていたので、１年間という短期間で多くの研究成果を上
げることができたと思われる。１年間という短期間であったので、DFT 計算などの深い理論的な背景を学
ぶ時間は十分とは言えなかったが、先端的な理論的手法を適切に使用できる素養は完全に身につけた
ものと思われる。著者は、これまで材料開発の経験を生かし理論計算から、青色発光素子に使用される
発光ホスト分子と発光ドーパントの新規な分子設計に成功した。著者が主張しているように、計算化学が
分子設計を主導し、実験がその結果を検証するという方針は、これからの材料開発の主流になるものと期
待される。以上にように本論文は、博士論文として優れた研究成果であると判断された。 
〔最終試験結果〕 
 平成２９年２月１６日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のもと、
著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によっ
て、合格と判定された。 
〔結論〕 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格
を有するものと認める。 
